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会長挨拶

　国が決定した「公益法人制度改革」というルール改正に歯科医師会も対応せざるを得ませんでした。

その結果，県下の各支部は全て従前から法人であった支部も含めて20の一般社団法人地区歯科医師会に

改組され１年が経過しようとしています。　

　倉敷歯科医師会は法人改革と同時期に法人設立40周年と障がい者診療30周年を三上前会長の下で迎え

ました。特に，障がい者診療は「ともに歩む障がい者歯科診療をめざして」をテーマに30周年記念事業

を開催し，酒井会長をはじめ県歯執行部の先生方にご臨席を賜わりました。

　さて，医療費は増大の一途でその抑制策が議論されています。しかし，歯科医療費は20年近く２兆５

～６千億円で変化していません。それにも関わらず8020達成率が20年前は15％であったものが直近では

38％と大幅に改善され成果を出しています。既に50％を越えている地域もあり，今後全国平均もこれに

近づくと予測されています。更に8020達成率の向上が健康寿命の延伸に寄与すると期待されています。

４月からの診療報酬改定が医科を上回るプラス改定とされていますが，歯科医療の成果と役割がもっと

評価されることを望みます。

　地元倉敷市に目を転じれば，倉敷市内歯科医師会（倉敷，児島，玉島，都窪，吉備）が市から委託を

受けた，在宅寝たきり者を対象とした歯科訪問健診事業は16年が過ぎました。高齢者率の上昇，居宅ス

タイル，ニーズ等の変化に応じた効率的で実態に則した事業に改変することを１年かけて行政と取り組

む予定です。更に，国の施策である地域完結型医療，地域包括ケア，クリティカルパス等も在宅医療の

促進を前提とし，仕組み作りが行われています。多方面から歯科に声が掛かる事は評価された結果と油

断している訳にはいきません。中でも，医科を始めとする他職種との「連携と恊働」が重要視され，制

度設計や診療報酬改定の要となっています。

　逆に積極的に，他職種の方々に対し，地域医療の現場で「見せましょう！歯科の力を」「見せましょ

う！歯科のチームワークと結束力を」の姿勢で望みたいと考えています。震災後初めて仙台の本拠地で

ゲームができる喜びを「見せましょう！」と発して被災者に勇気を与えた嶋選手と地元出身の星野監督

は，倉敷で行われているプロ野球オープン戦の岡山シリーズで連日躍動していました。その姿を思い浮

かべながら巻頭言を書かせて頂きました。

　微力ではございますが引き続き，県歯とも「連携と恊働」を大切にしながら会務に取り組んで参りま

す。ご指導，ご助言を宜しくお願い致します。

　「 連 携 と 恊 働 」

　　　　　		一般社団法人	倉敷歯科医師会

　　　　　　　　	　会　長　近　藤　康　弘
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東日本大震災 復興義援金 御礼
　岡山県歯科医師会 約1,000歯科医院に設置しております 義援金箱「東日本大震災 復興義援金」
にご協力頂き，心より御礼申し上げます。

皆様からお預かり致しました貴重な義援金

【平成23年】　　第１回　　４,２５１,７４７円　　　５月31日  山陽新聞社へ寄託

　　　　　　　第２回　　２,７０８,９３８円　　　11月24日  ＮＨＫ岡山へ寄託

【平成24年】　　第３回　　１,２０１,７９７円　　　７月12日  山陽新聞社へ寄託

【平成25年】　　第４回　　１,９４７,５０９円　　　４月11日  山陽新聞社へ寄託

【平成26年】　　第５回　　１,１４５,１４５円　　　４月10日  山陽新聞社へ寄託

合計　１１,２５５,１３６ 円

　尚，今後も長い支援を続けて
まいりますので，引き続き御理
解，御協力を宜しくお願い致し
ます。

一般社団法人　岡山県歯科医師会
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　韓国南部の沖合いで修学旅行生など474人を乗せ

た旅客船セウォル号が沈没した事故で，４月24日現

在死者171人，131人の安否が確認できないままでい

ます。テレビで画像を見ていて思ったのですが，２

時間半かけて徐々に沈んで行ったにもかかわらず，

船やヘリコプターが救援に来た時は，浮いているデ

ッキ部分に人が鈴なりに群れていなかった事を奇異

に感じました。乗組員が「その位置を動かないでく

ださい」とアナウンスしたという報道があったと聞

きましたが，事実であったならば２時間半あれば十

分移動して救助を待つことも出来たであろうと残念

でなりません。改めて事故というものは人災を含め

いろいろな不幸，不運が重なり起こるのだと感じま

した。

平成25年度 第31回
平成26年３月６日㈭

18：30～21：01

１．会長挨拶

　小林先生の叙勲祝賀会に出席頂いた数名の来賓

の先生から「他県とはやはり違う」「岡山県は一

枚岩だ」とのお声を頂き，誇らしい気持ちでした。

　数週間前のある委員会で，規則見直しに関する

案の全てに異論を呈しました。しかし，たたき台

があるから異論が言えるのであり，結果も大事だ

がそれ以上に仲間ですのでプロセスも評価すべき

と思っています。この姿勢でよろしくお願い致し

ます。

２．報　　告

　　　各部委員会　６件

 本会関連の研修会・会議等　７件

 連　盟　　　４件

 学　院　　　２件

３．行事予定

　　　本会行事　　　40件

 連盟行事　県歯10件，日歯２件

 学院行事　　　６件

 国保組合行事　１件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　民主党岡山県連第19回定期大会の開催と臨席

依頼について

 連盟対応

 日　時　３月16日㈰　13：00 ～ 16：30

 場　所　岡山コンベンションセンター

　⑵　岡山市歯科医師会より臨時代議員会の開催と

臨席依頼について

 酒井会長

 日　時　３月26日㈬　20：00

 場　所　岡山県歯科医師会館

会　長　酒井　昭則
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　⑶　岡山産業保健推進連絡事務所より運営協議会

の開催と出席依頼について

 平岩常務理事　出席

 日　時　３月27日㈭　16：15 ～ 17：00

 場　所　ピュアリティまきび

　⑷　朝日大学歯学部同窓会岡山県支部より社会保

険講習会の開催と講師派遣依頼について

 社会保険部対応

 日　時　４月19日㈯　19：00 ～ 20：30

 場　所　岡山県歯科医師会館

 講　師　社会保険部検討委員  北山　仁 先生

　⑸　東京歯科大学同窓会岡山県支部より社保講習

会の開催と講師派遣依頼について

 社会保険部対応

 日　時　４月26日㈯　19：00

 場　所　岡山県歯科医師会館

 講　師　社会保険部検討委員  近常　正 先生

　⑹　岡山県警察本部より発足60周年記念部隊視閲

式の挙行と臨席依頼について

 欠　席

 日　時　５月９日㈮

 　　　　10：30 （１時間30分予定）小雨決行

 場　所　操車場跡地　スポーツ広場

　⑺　和気歯科医師会より総会後の懇親会の開催と

臨席依頼について

 ご案内者出席

 日　時　５月25日㈰　17：00

 場　所　ゑびすや荒木旅館

 案　内　本会三役，社保担当常務理事，

 　　　　連盟会長，連盟理事長

　⑻　岡山県要保護児童対策地域協議会委員の推薦

依頼について

 酒井会長

 任　期　平成26年４月１日

～平成28年３月31日

　⑼　在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワ

ーク「第20回全国の集い in 岡山2014」の開

催と後援依頼について

 承　認

 期　日　９月14日㈰・15日（月・祝）

 場　所　岡山コンベンションセンター　

　⑽　一般社団法人岡山県訪問看護ステーション連絡

協議会賛助会員（法人）の継続依頼について

 継続しない

　⑾　日本スポーツ・健康づくり歯学協議会幹事の

選出依頼について

 藤井副会長，清水理事

 幹　事　２名

　⑿　岡山県老人クラブ連合会より「健康づくり推

進委員会」委員の推薦依頼について

 横見理事

 任　期　平成26年４月１日

～平成28年３月31日

　⒀　日歯広報コラム『都道府県通信』の執筆依頼

について

 広報部対応（時期によっては旬なものを）

 掲　載　10月15日号

 締　切　10月１日㈬

　〔検討事項〕

　⑴　本会入会申込みについて

 承　認

 準会員　田
た

中
なか

　吉
よし

治
はる

（倉敷歯科医師会）

 　　　　４月1日入会

　⑵　本会会館使用申込みについて

 承　認

 ①日　時　７月13日㈰　10：00 ～ 13：00

 　主　催　日本歯科大学校友会

　⑶　東日本大震災義援金（役員積立分）について

５．閉　会　（西岡常務理事）

理事会
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平成25年度 第32回
平成26年３月20日㈭

18：30～20：35

１．会長挨拶

　昨年，共同指導に厚労省から来岡された技官が

基金に異動されました。指導の際は節度ある対応

でお世話になりました。基金支部長の異動と併せ

て本日，社保が対応中ですので，後刻退席させて

いただきます。

２．報　　告

　　　各部委員会　10件

 本会関連の研修会・会議等　16件

 連　盟　　　５件

 学　院　　　５件

 国　保　　　１件

 事　務　　　１件

３．行事予定

　　　本会行事　　　25年度16件　26年度28件

 連盟行事　県歯25年度４件　26年度５件

 　　　　　日歯25年度１件　26年度２件

 学院行事　　　25年度４件　26年度５件

 国保組合行事　３件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　日本学校歯科医会より第84回総会の開催と出

席依頼について

出　席

 日　時　３月26日㈬　13：30

 場　所　歯科医師会館

 案　内　酒井会長，藤井副会長

　⑵　インターナショナル岡山歯科衛生専門学校より

平成26年度入学式の挙行と臨席依頼について

 欠席（祝電）

 日　時　４月２日㈬　10：00 ～ 11：00

 場　所　同校　講堂

　⑶　柚木みちよし後援会より「社会保障政策研究

会懇親会（診療報酬改定に向けて）」の開催

と出席依頼について

 欠　席

 日　時　４月12日㈯　19：30 ～ 21：30

 場　所　倉敷中央病院温室食堂

今日の視点（南  哲之介）

　３. 11東日本大震災から３年が経過しようとしている。岡山県歯科医師会では，事象の風化をさせること

なく継続的な支援をめざし，震災発生後から引き続き義援金活動，チャリティー事業等を通じ，被災者の

皆様への支援を行ってきた。会員の皆様のご協力で，現在までに義援金の総額は1,000万円を超えることと

なった。復興に大きく貢献できる金額とは言えないが，いつも心に留め，被災地に思いをはせることに意

味があるのではないだろうか。

　15,000人を超える人が亡くなり，2,500人超がいまだ行方不明という現実。東日本大震災という「１」大事

件ではなく，かけがえのない家族を家を失った事象が何万，何十万件同時に発生したととらえ，今後も支

援と共に「思い」を継続していきたい。

　３年を経過した今，本会では岡山県内において復興を支援するための事業を模索している。会員の皆様

のお知恵をお借りできればと思う。



ー 6 ー

J. ODA  vol.808     ’14-5

 ゲスト　厚生労働省大臣官房企画官  佐々木　健

　⑷　沖縄県口腔保健医療センター落成記念式典・

祝賀会の開催と臨席依頼について

 欠席（祝電）

 【式　典】

 日　時　４月13日㈰　12：00

 場　所　沖縄県口腔保健医療センター　

 【祝賀会】

 日　時　４月13日㈰　15：00

 場　所　ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄

　⑸　第15回日本スポーツ・健康づくり歯学協議会

の開催と出席依頼について

 藤井副会長・清水理事　検討

 日　時　５月10日㈯　幹事会　15：15

 　　　　　　　　　　協議会　16：00

 　　　　　　　　　　懇親会　18：00

 場　所　ホテルグランヴィア和歌山　

 締　切　４月19日㈯

　⑹　「岡山県警察友の会」理事会・総会の開催と

出席依頼について

 欠　席

 日　時　５月13日㈫　理事会　16：15

 　　　　　　　　　　総　会　16：45

 場　所　岡山プラザホテル　

　⑺　中国地方障害者歯科臨床研究会より「日本障

害者歯科学会認定医・認定歯科衛生士研修会」

及び「平成26年度 第５回中国地方障害者歯科

臨床研究会」の開催と会員周知依頼について

 公衆衛生部対応

 日　時　５月25日㈰　9：45 ～ 16：00

 場　所　鳥取県歯科医師会館

 締　切　４月25日㈮

　⑻　平成26年度兵庫県警察歯科医会総会・研修会

の開催と臨席依頼について

 警察歯科医会対応

 日　時　７月19日㈯　15：00 ～ 18：00

 場　所　兵庫県歯科医師会館

 講　師　新潟県歯科医師会　

 　　　　専務理事　松﨑　正樹

〔検討事項〕

　⑴　本会入会申込みについて（４月１日入会）

 いずれも承認

 正会員　石
いし

田
だ

　光
こう

生
せい

（津山歯科医師会）

 正会員　小
こ

山
やま

　貴
たか

弘
ひろ

（津山歯科医師会）

 正会員　小
こ

見
み

山
やま

佳
か

世
よ

子
こ

（倉敷歯科医師会）

 正会員　峯
みね

柴
しば

　淳
じゅん

二
じ

（都窪歯科医師会）

 正会員　武
たけ

並
なみ

　康
やす

史
し

（高梁歯科医師会）

 正会員　樋
ひ

口
ぐち

　　將
まさる

（高梁歯科医師会）

　 　　　　　　　　　　　　準会員から

 正会員　原
はら

　　麻
あさ

子
こ

（真庭歯科医師会）

 準会員　岡
おか

本
もと

　雅
まさ

之
ゆき

（浅口歯科医師会）

　⑵　平成26年度　歯の健康力推進歯科医師等養成

講習会実施団体公募要領について

徳島県が対応

　⑶　第42回産業歯科医研修会の開催について

 会報等で対応

 日　時　第１回　６月28日㈯～ 29日㈰

 　　　　第２回　８月２日㈯～３日㈰

 締　切　各開催日の30日前

 定　員　各回　100名

　⑷　本会会館使用申込みについて

 承　認

 ①日　時　３月29日㈯　19：00 ～ 21：00

 　主　催　愛知学院大学歯学部同窓会

　⑸　東日本大震災義援金（役員積立分）について

５．閉　会　（東原理事）

理事会
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平成25年度 第33回
平成26年３月27日㈭

18：30～19：49

１．会長挨拶

　先週，厚労省から基金に異動になった先生と懇

談しました。バランスのとれた良い方で，２年後あ

たりには厚労省へ帰るのではないかと思われます。

　代議員会の報告はピンポイントで簡潔にお願い

します。質問には肩すかしでは無く，真摯に正面

から対応してください。

２．報　　告

　　　各部委員会　３件

 本会関連の研修会・会議等　12件

 連　盟　　　２件

 学　院　　　２件

３．行事予定

　　　本会行事　　　25年度６件　26年度31件

 連盟行事　県歯25年度３件　26年度５件

 　　　　　日歯26年度２件

 学院行事　　　５件

 国保組合行事　３件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　岡山県保健福祉部より「医療・介護サービス

の提供体制改革のための新たな財政支援制

度」についての提案依頼について

 常務理事会にて協議

 期　限　４月10日㈭　郵送にて提出

　⑵　心臓病センター榊原病院より「市民への公開心

臓病教室」開催に伴う名義後援依頼について

 名義後援承認

 日　時　５月10日㈯　14：00 ～ 15：40

 場　所　岡山市民会館

 対　象　一般市民　700名

　⑶　岡山県健康づくり財団より定時評議員会の開

催と出席依頼について

酒井会長　出席

 日　時　６月26日㈭　14：00

 場　所　岡山県南部健康づくりセンター

 評議員　酒井会長

　⑷　特定医療法人 万成病院創立60周年 小林孫兵

今日の視点（東原慶和）

　４月の対外広報として，ＲＳＫラジオより「よい歯の日」ラジオ番組企画が届いていた。４月14日㈪～

４月18日㈮ 14：00 ～ 14：35 「ごごラジＶｉＶｉッと！」内で，歯と歯茎の健康をテーマに専門の歯科医師

が歯周病予防策などを伝え，「よい歯の日」を啓発するコーナーを放送するといった内容で，提供は聖教

新聞ということだった。無料なので有難い話ではあるが，６月４日（歯の衛生週間）は意識していても４

月18日（良い歯の日）に関しては全く頭の中に無かったので，「えっ！！」というのが正直な気持だった。

　その数日後，今度は山陽新聞から「５月２日（歯科医師記念日）特別企画」という内容の依頼が届いて

いた。これに関しては「何のこっちゃ？」と首を傾げた。歯科医師記念日は，日歯が1957年に制定したも

ので，1906年の５月２日，歯科医師の身分や業務を確立する「歯科医師法」が施行された事を記念してい

るとの事である。歯科医もほとんど知らないであろう記念日に新聞が特集を組むとは・・・・。

　皆さんは歯科医師記念日をご存知でしたか？
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今日の視点（西岡宏樹）

　平成25年度の最終となる本日の理事会では，新入会員２名の入会が承認された。前回の理事会で８名の

承認，現時点で合計10名の先生方が新しく我々の仲間となる。日常の診療に役立つ講演会・研修会，会員

相互の親睦を図るレクリエーション大会，本会主催の行事にはぜひ積極的に参加をしてほしいと思う。

　新入会の先生方は，入会時に新規開業，開設者の交代，個人によって色々なパターンがあるかと思うが，

やはり一番気になるのは「新規個別指導」だろう。社会保険部としては，その不安を除く対策の一つとし

て「新入会員社保研修会」を年２回行っている。新入会員には順次ご案内をしているが，内容としては検

討委員が講師となり，カルテ記載の留意点，レセプト記載要領等をスライドで説明し，その後，新入会員

の先生と検討委員の個別研修に移り，実際にカルテ等を拝見して疑問点の解消等と同時に，正しい保険請

求のアドバイスが出来る場を設けている。また，請求時に解らない事例がある場合は，所属歯科医師会の

検討委員に直接質問をして頂ければ回答を得られるようにもしてあり，指導への不安を取り除くだけでは

無く，日常の診療への対策としても，本会・地区歯科医師会と二重構造のバックアップ体制になっている。

　いよいよ本日より「診療報酬改定地区講習会」がスタートするが，新入会員の中には初めての本会行事

への参加となる方もいるだろう。会員益を第一義に，検討委員会の総力を結集して万全の準備をしてきた

つもりである。

　今回の改定は消費税の補填分に踊らされてごまかされた感のある改定だった。いずれにしろ点数アップ

とは自助努力でなすべきで，他人任せにしていたのでは話にならない。検討委員の意識も然り。検討委員

30人全員が，己の責務をしっかり自覚し，士気を高揚させ（これがなかなか難しい･･･）一丸となって「一

日当たりの点数」日本一を目指したい。

衛記念医学振興財団第22回研究助成金授与式

の開催と出席依頼について

 欠　席

 日　時　７月５日㈯　

 　　　　式　典　16：30 ～ 18：00

 　　　　祝賀会　18：10

 場　所　岡山プラザホテル

〔検討事項〕

　⑴　本会入会申込みについて（４月１日入会）

 いずれも承認

 正会員　長
なが

島
しま

　義
よし

之
ゆき

（赤磐歯科医師会）

 正会員　小
こばやし

林　正
まさ

人
と

（吉備歯科医師会）

　⑵　本会会館使用申込みについて

 承　認

 ①日　時　10月26日㈰　10：00 ～ 16：00

 　主　催　日本大学歯学部・松戸歯学部部同

 　　　　　窓会

　⑶　東日本大震災義援金（役員積立分）について

５．閉　会　（南理事）
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新入会員セミナー

　平成26年４月５日㈯19：00，岡山県歯科医師会館５階	大ホールに於いて新入会員セミナーが

開催されました。

１．会長挨拶

　前回の開催が平成24年４月２日だったので，丸

２年になります。入会年度も違い，歯科医師とし

てのご経験も様々であると思われますが，我々に

とっては仲間が一人でも増える事は有難く嬉しい

ことです。同時に，先生方が持たれているこの組

織に対する権利と責務を全うして頂きたい。人は

一番小さいファミリーから一番大きい国家まで，

様々な組織に属しています。家族を持つのは精神的な充足感を得る為であり，組織に属することは物心

両面で自己実現の為の一助にしたいという潜在意識を持っているからのように思います。この組織は県

下で歯科医師という同じ生業を共にする集団であり，先生方が私共に物心両面で何を求めるか？　私共

は何を提供できるのか？　一義的には，先生方が日々安心してより効果的に診療に従事できる環境整備

に尽きると思っています。付随して，地域住民の健康のために汗を流されている。この汗をくみとり，

県民や会員に情報を発信し，組織を挙げて県民の健康に寄与する事が，会員の先生方を守り，益する事

に直結すると考えています。云うまでもありませんが，我々は1,100会員の共存共栄を目指しています。

しかし，1,100会員の価値観は多様であり，当然の事として不平不満が起こります。不平不満を溜めない
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ように我々にぶつけて頂きたい。これが組織の活性化に繋がり，活力の一助になります。最後に，歯科

医師としての誇りと使命感を持ち続け，焦らず，じっくりと一生かけて取り組んで頂く事をお願いしま

す。

２．出席者紹介

３．概要説明

　　　Ａ．県歯科医師会について

　　　　　　　　・行政処分について

　　　　　　　　・Ｅメール送信のお知らせ

　　　　　　　　・組織図に沿って各部説明

　　　Ｂ．岡山高等歯科衛生専門学院について

　　　Ｃ．全国歯科医師国民健康保険組合について

　　　Ｄ．県歯科医師連盟について

4．閉　　会

	 	 氏　　名	 種別	 入会年月	 地区名	 	 氏　　名	 種別	 入会年月	 地区名

 1 吉井 　成一 正会員 平成24年５月 吉　備 15 具　　  成樹 正会員 平成25年10月 玉　島

 2 高尾 　純子 準会員 平成24年10月 吉　備 16 妹尾　 直記 正会員 平成25年10月 高　梁

 3 福岡 　隆治 正会員 平成24年10月 倉　敷 17 牧　 　　優 正会員 平成25年10月 津　山

 4 鬼塚 　博之 正会員 平成24年11月 都　窪 18 小林 　幸生 準会員 平成25年12月 岡山市

 5 宗田 　　諭 正会員 平成25年４月 御　津 19 寺尾 　　学 正会員 平成26年２月 岡山市

 6 玉川 　秀樹 正会員 平成25年４月 倉　敷 20 石田 　光生 正会員 平成26年４月 津　山

 7 足立　 成弘 正会員 平成25年６月 倉　敷 21 小山 　貴弘 正会員 平成26年４月 津　山

 8 井上 　　輝 正会員 平成25年６月 玉野市 22 長島 　義之 正会員 平成26年４月 赤　磐

 9 後藤 桂太郎 正会員 平成25年７月 岡山市 23 峯柴 　淳二 正会員 平成26年４月 都　窪

 10 髙田 　尚吾 正会員 平成25年７月 岡山市 24 原 　　麻子 正会員 平成26年４月 真　庭

 11 仲村 　陽平 正会員 平成25年７月 岡山市 25 森田 　巨樹 正会員 平成26年４月 岡山市

 12 横道 由記子 正会員 平成25年８月 岡山市 26 杉山 　真一 正会員 平成26年４月 岡山市

 13 小出 　尚子 準会員 平成25年８月 岡山市 27 白髭 　智子 正会員 平成26年４月 岡山市

 14 浅野 　将宏 正会員 平成25年10月 倉　敷 28 武並 　康史 正会員 平成26年４月 高　梁

県歯報告
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平成26年 
３月 10日 ㈪ ▶　　　　　　　　 被災地歯科医がダメージ大
     東日本大震災　防衛医科大助教授が調査

    ▶

  12日 ㈬ ▶歯科用貴金属 26年改定で15品目が値上げ
     8％増税と2年に1回の価格調査が影響

  18日 ㈫ ▶歯科国試合格率 過去最低の63.3％
     　　　　　　  合格者も2025人で過去最少

(117)(117)(117)

身元確認作業の
メンタルの影響

年 １ 回 実 施
昭和61年以降
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マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

  27日 ㈭ ▶

４月 １日 ㈫ ▶ 「26年度改定はアメとムチ」
     東京歯科保険医協  中川理事が見解

  ２日 ㈬ ▶　 　　　　 歯科は医学管理等で26問
     リハビリテーションが6問で最多

  ９日 ㈬ ▶ 「新基金は診療報酬の一部」
     尾辻自民党議員  介護への充当に否定的

26 年度改定
の疑義解釈
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１．報　　告

　⑴　２月新入会員　なし

　⑵　平成26年２月保険医療関係機関連絡会議　２月６日㈭　14：00　第３会議室

西岡 常務理事，田頭 理事，石戸 理事

　⑶　支払基金幹事会　２月10日㈪　14：00　

　　　　・平成25年11月診療分

　　　　　　前年同月対比　　支払額　102.5％　　件数　103.4％

　　　　　　前 月 対 比　　支払額　 98.0％　　件数　199.3％

　　　　・本人　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　平成25年10月診療　　岡山県　1,318.2点　　全国平均　1,296.3点

　　　　　　平成24年10月診療　　岡山県　1,347.7点　　全国平均　1,329.9点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 97.8％　　全国平均　 97.5％

　　　　・家族　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　平成25年10月診療　　岡山県　1,048.0点　　全国平均　1,090.4点

　　　　　　平成24年10月診療　　岡山県　1,079.0点　　全国平均　1,111.9点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 97.1％　　全国平均　 98.1％

　⑷　中国四国厚生局岡山事務所と打合せ　２月13日㈭　17：00

西岡 常務理事，田頭 理事，石戸 理事

　⑸　共 同 指 導　２月20日㈭　13：30

　⑹　中国地方社会保険医療協議会 岡山部会　２月25日㈫　13：30

西岡 常務理事　歯科の新規指定医療機関なし

　⑺　個 別 指 導　１医療機関（非会員）　２月26日㈬　14：00　薬業会館

　⑻　国保審査委員会報告（レセプト１件当たりの平均点数）

　　　　　　平成25年10月診療　　国保　1,383.2点　　後期高齢者　1,574.3点

　　　　　　平成24年10月診療　　国保　1,424.1点　　後期高齢者　1,641.9点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　国保　 97.1％　　後期高齢者　 95.9％

　⑼　社保相談窓口報告

　⑽　そ　の　他

　　 第９回　社会保険部検討委員会報告
平成26年３月１日㈯	　16：00 ～ 19：00
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２．行事予定

　⑴　都道府県歯科医師会社会保険担当理事連絡協議会　３月８日㈯　日歯　13：00 ～ 17：00

西岡 常務理事，田頭 理事，石戸 理事，後藤 委員長，佐藤 副委員長，友澤 副委員長，

　　　　　　　  皆木 検討委員，河本 検討委員

　⑵　社会保険部小委員会

　　　　・３月13日㈭　19：30　第３会議室

西岡 常務理事，田頭 理事，石戸 理事，後藤 委員長，佐藤 副委員長，友澤 副委員長，

　　　　　　　  皆木 検討委員，河本 検討委員

　　　　・３月15日㈯　19：30　第３会議室　全員

　　　　・３月21日（金･祝）　10：00　第３会議室　全員

　⑶　岡山県日本歯科大学校友会社保研修会　３月24日㈪　20：00　第３会議室　 半井 検討委員

　⑷　「診療報酬改定 地区講習会」　３月27日㈭～ 30日㈰　各地区

　⑸　審査・検討小委員会　４月５日㈯　15：00　第１会議室

　⑹　第10回　検討委員会　４月５日㈯　16：00　第３会議室

　⑺　九州歯科大学岡山県同窓会「社保講習会」　４月27日㈰　14：00

岡山プラザホテル　西尾 検討委員

３．協					議

　⑴　「検討委員会からのお知らせ」について

　⑵　「診療報酬改定 地区講習会」について

　⑶　「保険請求の手引」について

　⑷　中国四国厚生局主催「診療報酬改定時集団指導」について

　⑸　そ　の　他

社会保険部
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「平成25年度訪問歯科研修会」開催報告

　＊日　時：平成26年３月22日㈯　18：30～ 21：00

　＊場　所：岡山県歯科医師会館	５階大ホール

　＊内　容：講演Ⅰ「脳血管疾患」と「がん」患者の口腔機能への対応

　　　　　　　　　岡山大学病院スペシャルニーズ歯科センター　村田　尚道	先生

　　　　　　講演Ⅱ「脳血管疾患やがん患者に対する義歯での対応」

　　　　　　　　　岡山大学病院　咬合・義歯補綴科　　　　　　皆木　省吾	先生

　昨年度に続いての開催になりますが，今回は日

本の死因の上位を占める「脳血管疾患」と「がん」

を念頭に置いた研修会を企画し，お二人の講師の

先生に口腔機能と義歯にスポットを当ててご講演

いただきました。

　当日は定刻より酒井昭則会長の挨拶により，標

記研修会は始まりました。

【講演Ⅰ】

　最初に先生は「摂食嚥下障害を生じる疾患は様々だが，

脳血管疾患の後遺症による機能的異常や顎顔面領域の悪

性腫瘍の術後による器質的異常による割合は多い」と話

された後，「口の機能」や「ヒトの口腔と咽頭の仕組み」

などについて解説されました。また，摂食嚥下障害によ

る問題点として，誤嚥，窒息，低栄養，脱水を挙げら

れ，それぞれについて詳しく話されました。

　摂食嚥下障害のどんな症例にも必要な指導として，以下の３つを挙げられました。

　　① 食環境（適切な食介助方法の確認・姿勢のチェックなど）

　　② 食の内容（機能に応じた食形態・トロミや栄養量のチェックなど）

　　③ 機能訓練（動きの悪い部分に対する訓練）

　食事摂取時の注意点としては

　　① 刺激をしなくても覚醒していること

　　② 全身の状態が安定していること
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　　③ 呼吸が安定していること

　　④ 嚥下反射があり，咳が可能であること

　などを挙げられました。また，「軟組織の可動域の運動障害への対応は重要であり，特に義歯や舌接

触補助床，軟口蓋挙上装置などは他の医療職種では対応できない点です」と解説されました。

【講演Ⅱ】

　脳血管疾患やがん患者さんが，義歯を使えるようにするための４点について詳細を解説されましたの

で，以下に要旨を紹介します。

① 失行があればそれを考慮する

　［失行：運動可能であるにもかかわらず合目的な運動ができない］

　義歯の装着に関わる失行がある場合には，一度義歯を外してしまうとどうやって入れて良いかわか

らなくなるので最終的に投げ捨ててしまう場合もあります。その場合でも装着した義歯を使えないわ

けではないので，摂食時に見守りの下で装着して使用するなど，家族や介護などの支援があれば

QOL を維持できることをご家族に指導することが大切です。

②下顎義歯が浮かないように調整する

　下顎の義歯を装着して「カチカチふーあーゆー」とやってみてもらって義歯が浮く場合は，唇頬側

の床縁が長いと判断し，床縁を短縮したり排列を変更する必要があります。「カチカチふーあーゆー」

とは，食事介助を受ける場合の口の運動を再現するも

ので，食事をしようとする時には，「カチカチ」と噛ん

だ後に，次の食物を摂食しようと「ふー」と口唇をす

ぼめ，「あー」と口を開け，「ゆー」と食物を取り込む

一連の動作を示すものです。

　下顎の義歯を装着して「カチカチあらら」とやって

もらって義歯が浮く場合は，舌側の床縁が長いと判断

し，床縁を短縮する必要があります。「カチカチあらら」

とは，食事をしようとする時には，「カチカチ」と噛んだ後に，次の食物を摂食しようと「あ」と口

を開けて，「らら」は舌で上顎の切歯乳頭に触れる一連の動作を示すもので咀嚼初期の舌運動を再現

するものです。

③上顎義歯が落ちないように調整する

　咬合を整えても上顎の義歯が落ちて困る場合には，既存の（使用している）義歯床の頬側研磨面に

維持力を増強させる形態を追加することができます。この部分の研磨面の筋形成は通常「いーうー」

と筋形成を行うとされていますが，その方法は再現性に劣ります。筋肉の走行を考慮すると，唇の形

を指示した上で「ウィイー」と発音させることで超高齢者でも容易にこの形態を付与できます。

公衆衛生部
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④舌に障害があれば，嚥下できるように義歯の口蓋形態を考える

　舌に障害があると，嚥下時に舌が口蓋に届かず，正常な嚥下ができないので，義歯の口蓋部を厚く

して，嚥下が行えるようにすると良いです。

　NSV（構音改善用鼻孔弁）について

　鼻に息が抜けて会話が難しい方（開鼻声）を対象とする，鼻につける装具（構音改善のための鼻孔弁

というもの）があります。簡易型の装置を，皆木教授の教室ホームページで無償提供をされていますの

で，そのような患者さんがいらっしゃった場合，メールで申し込めます。オーダーメード型NSV（自費

治療）を自院で簡単に作製することもできます。

　前回の周術期医療に続いて，今回の診療報酬改定では，在宅歯科医療に手厚い点数配分がなされ，「在

宅療養患者とは」といった定義も示されています。現在，岡山県下では149の医療機関からの「在宅療

養支援歯科診療所（歯援診）」の施設基準届出が受理されており，今回の研修会も “歯援診” 届出のた

めの要件を満たしたものになっています。ご希望の先生方には，研修会終了後に届出に必要な修了証を

発行いたしました。

　当日は，連休の谷間の土曜日の夜間という設定にもかかわらず，数多くの皆様にご参加いただき感謝

申し上げます。

（理事　横見由貴夫）

公衆衛生部

医科医療機関から患者の紹介が…
（在宅歯科医療における医科歯科連携について）

 この度の診療報酬改定では，医師が訪問診療を行った栄養障害を有する患者について，歯科訪

問診療の必要があり，在宅療養支援歯科診療所（歯援診）に対して情報提供を行った場合に，歯

科医療機関連携加算100点【医科点数表】が新設されました。

歯科医療機関の算定ではありませんが…

　①栄養障害のある在宅療養中の患者の紹介が，医師からあるかもしれません。

　②栄養障害（低栄養など）についての知識が必要になります。

　③歯援診の施設基準の届けが必要です。まだでしたら一刻も早く！

歯援診の届出に関する申請書等についてのお問い合わせは，社会保険部 検討委員までご連絡ください。

新 情 報
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岡山プライマリ・ケア学会 第21回学術大会

　平成26年３月23日㈰，岡山衛

生会館５階中ホール　第一・二

会議室を会場に，「岡山プライ

マリ・ケア学会 総会・第21回

学術大会」が開催されました。

　総会に引き続き「保健，医療，

福祉の連携と住民，当事者との

協働 ～誰もが健やかに暮らせ

る地域を目指して～」と題して

（公社）地域医療振興協会 ヘル

スプロモーション研究センター 常勤顧問 岩永俊博先生が講演されました。

　昼食休憩をはさんで午後からはプラクティカル・エデュケーション「認知症の徘徊への対応」（ロー

ルプレイ）が，ひかり薬局介護相談事務所 内藤さやか介護支援専門員を中心に行われました。ケアマ

ネ，医師，ヘルパー，デイサービススタッフ，ショートステイサービススタッフおよび家族の連携で徘

徊という問題のある認知症への対応をサービス担当者会議を模して演じられ，徘徊に対する対応例が示

されていました。

　その後「情報共有のための新たな時代を拓く」というテーマで岡山県保健福祉部医療推進課 則安俊

昭氏，岡山県歯科医師会 山本道代氏，岡山県薬剤師会在宅介護特別委員会 萱 佳晃氏，岡山県栄養士会 

多田賢代氏の４氏のシンポジストによるシンポジウムがありました。情報共有に関しては「晴れやかネ

ット」などのインターネットを介した方法が便利であり今後普及していくことが予想されます。現況で

は歯科医療機関の利用はありませんが「地域包括ケアシステム」のなかで協働していく必要のある歯科

の利用も呼びかけられていました。歯科医師会の山本先生は在宅療養の中で歯科の介入が必要なケース

は多いと予想されるにも関わらず，歯科があまり連携に入れていない現状を分析し，歯科往診サポート

センターの活用などを説明しました。

　「晴れやかネット」の拡張事業となった「むすびの輪」に関する講演の後，２会場に分かれて研究発

表が行われました。24の演題があり，岡山県歯科医師会からは「10年目を迎える摂食・嚥下リハビリテ

ーション従事者研修会」と題して，岡山大学と岡山県歯科衛生士会との共催で開催している「摂食・嚥

下リハビリテーション従事者研修会初級コース」の事業に関しての発表を行いました。

　本学会には主に在宅医療に関わる医療・福祉・行政関係者が参加していますが，地域包括ケアシステ

ムの構築が求められる中，他の職種を理解し協働する必要性を改めて実感する一日でした。

（委員長　角谷真一）

公衆衛生部
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学　校　名 	 総　数	 新　卒	 既　卒
	 受験	 合格	 合格率	 受験	 合格	 合格率	 受験	 合格	 合格率

	 北海道大学歯学部	 72	 55	 76.4%	 60	 51	 85.0%	 12	 4	 33.3%
	 東北大学歯学部	 57	 45	 78.9%	 49	 43	 87.8%	 8	 2	 25.0%
	 東京医科歯科大学歯学部	 71	 50	 70.4%	 60	 47	 78.3%	 11	 3	 27.3%
	 新潟大学歯学部	 44	 34	 77.3%	 37	 33	 89.2%	 7	 1	 14.3%
	 大阪大学歯学部	 61	 50	 82.0%	 54	 48	 88.9%	 7	 2	 28.6%
	 岡山大学歯学部	 67	 58	 86.6%	 56	 52	 92.9%	 11	 6	 54.5%
	 広島大学歯学部	 67	 54	 80.6%	 58	 49	 84.5%	 9	 5	 55.6%
	 徳島大学歯学部	 39	 23	 59.0%	 30	 20	 66.7%	 9	 3	 33.3%
	 九州大学歯学部	 64	 54	 84.4%	 52	 47	 90.4%	 12	 7	 58.3%
	 長崎大学歯学部	 61	 47	 77.0%	 53	 42	 79.2%	 8	 5	 62.5%
	 鹿児島大学歯学部	 61	 50	 82.0%	 50	 45	 90.0%	 11	 5	 45.5%
	 国立　計	 664	 520	 78.3%	 559	 477	 85.3%	 105	 43	 41.0%
	 九州歯科大学	 113	 85	 75.2%	 98	 81	 82.7%	 15	 4	 26.7%
	 公立　計	 113	 85	 75.2%	 98	 81	 82.7%	 15	 4	 26.7%
	 北海道医療大学歯学部	 106	 69	 65.1%	 74	 57	 77.0%	 32	 12	 37.5%
	 ( 東日本学園大学歯学部を含む )
	 岩手歯科大学歯学部	 96	 46	 47.9%	 51	 34	 66.7%	 45	 12	 26.7%
	 奥羽大学歯学部	 150	 45	 30.0%	 88	 29	 33.0%	 62	 16	 25.8%
	 ( 東北歯科大学を含む )
	 明海大学歯学部	 135	 93	 68.9%	 88	 74	 84.1%	 47	 19	 40.4%
	 ( 城西歯科大学を含む )
	 日本大学松戸歯学部	 162	 106	 65.4%	 101	 73	 72.3%	 61	 33	 54.1%
	 東京歯科大学	 128	 121	 94.5%	 123	 117	 95.1%	 5	 4	 80.0%
	 日本歯科大学	 174	 118	 67.8%	 143	 97	 67.8%	 31	 21	 67.7%
	 日本大学歯学部	 169	 90	 53.3%	 127	 79	 62.2%	 42	 11	 26.2%
	 昭和大学歯学部	 115	 87	 75.7%	 92	 72	 78.3%	 23	 15	 65.2%
	 鶴見大学歯学部	 158	 78	 49.4%	 98	 57	 58.2%	 60	 21	 35.0%
	 神奈川歯科大学	 150	 88	 58.7%	 100	 62	 62.0%	 50	 26	 52.0%
	 日本歯科大学新潟生命歯学部	 117	 68	 58.1%	 75	 49	 65.3%	 42	 19	 45.2%	 ( 日本歯科大学新潟歯学部を含む )
	 松本歯科大学	 157	 37	 23.6%	 37	 13	 35.1%	 120	 24	 20.0%
	 愛知学院大学歯学部	 153	 106	 69.3%	 113	 80	 70.8%	 40	 26	 65.0%
	 朝日大学歯学部	 157	 87	 55.4%	 87	 68	 78.2%	 70	 19	 27.1%	 ( 岐阜歯科大学も含む )
	 大阪歯科大学	 158	 100	 63.3%	 94	 71	 75.5%	 64	 29	 45.3%
	 福岡歯科大学	 135	 80	 59.3%	 92	 52	 56.5%	 43	 28	 65.1%
	 私立　計	 2420	 1419	 58.6%	 1589	 1084	 68.5%	 837	 335	 40.0%
	 認定及び予備試験	 3	 1	 33.3%	 1	 0	 0.0%	 2	 1	 50.0%
	 その他　計	 3	 1	 33.3%	 1	 0	 0.0%	 2	 1	 50.0%
	 総　合　計	 3200	 2025	 63.3%	 2241	 1642	 73.3%	 959	 383	 39.9%

第107回歯科医師国家試験の合格率は過去最低（63.3％）
　第107回歯科医師国家試験の合格率が過去最低の63.3％となった。
　全体の合格率は2011年が71.0%，2012年が71.1%，2013年が71.2%で，2014年は63.3%と過去最低となっ
た。また，新卒者の合格率73.3％に対して，既卒者の合格率は39.9%と著しく低くなっている。合格者
総数も，2,025人と，2,000人を割る勢いで，歯学部卒業生にとっては大変な時代の到来である。
　これを受け日歯 大久保会長は「憂慮すべき事態」と述べたうえで，「当時の厚労相に選抜試験では
なく資格試験のため，国試で需給バランスを調整するのは筋が違う。大学の入学試験で質を担保し，６
年間の教育課程を経たのだから８割程度合格しないと歯科大学の教育の意味がなくなってしまう」と伝
えたとした。

医療管理ニュース  Vol.35
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第141回学術集談会講演後記
「日常臨床における咬合とのかかわり」　―さわる咬合，さわらない咬合―

　　今井　俊広	先生（鳥取県米子市開業）

　平成26年３月16日㈰ に岡山県歯科医師会館５階大ホールにて，第

141回学術集談会が開催されました。講師には鳥取県米子市でご開業の

今井俊広先生にお越しいただきました。先生は卒後すぐに奥さんの真

弓先生とともに，山崎長郎先生に師事されました。そこで研鑽を積ま

れるとともに，ご高名なアメリカのRaymond L.Kim先生のもとへもご

留学され，1987年より真弓先生とともに米子市でご開業されています。

　日曜日の一日にわたるご講演でしたが，県下より大勢の先生にご参加いただき，最後の質疑応答では時間

を延長して下さり，有意義で時間の過ぎるのを忘れるような集談会でした。参加された先生方にとっては，日ご

ろ悩まされている「難しい患者」に対する接し方のヒントがたくさんあったのではないかと思われました。

　内容の概略は以下の通りです。

＜講演内容＞
　フルマウスで治療する場合は少ないかもしれないが，多数歯にわたる補綴治療は経験する機会が多い

と思われる。この補綴の予後が長期に安定し，患者にも負担の少ないものであれば理想的であろう。そ

のために生体に調和し，再現性のある下顎位をもとめ，治療を行うことの重要性を強調された。「中心

位」の現在の定義の説明から始まり，補綴治療に限らず顎関節症の咬合調整の危うさや，いわゆる「咬

合感覚異常症」の患者に対する対応の仕方に至るまで，実例の写真を提示しながらの講演だった。

　たとえば最初のケースは下顎６番欠損のブリッジの予後は一般に思われているより良くないとの説明

であった。その理由の一つが大きな症例でなくても生体に調和した咬合器上で作製されていないことに

あるという。

　小さなケースでも矯正治療も考慮し，プロビジョナルを長期に使用し，仮着材の溶解の仕方まで確認

して最終補綴にするという。ましては咬合の崩壊したようなケースに至っては飯塚哲夫先生の顎機能問

診表，咀嚼筋の解剖にも考慮し，咬合診断の重要性を強調された。

　また顎関節症についても１．誘発因子　２．素因　３．永続化因子　４．慢性化　の４点からとら

え，顆頭のリモデリングについて述べられた。

　そして本講演の主題である，咬合歯さわるべきか？さわらざるべきか？について「目の前の患者の咬

合治療はなぜ必要なのかを証拠に基づき分析し，慎重な判断が必要」「咬合違和感が長く続くことによ

って，その咬合違和感は中枢性の違和感となり咬合治療では治せないものになる」「歯科医が何かの処

置を行って，患者が咬合異常を訴えた場合，歯科医師は速やかに咬合状態をもとに戻すべきだ」と述べ

られた。さらに「咬合感覚異常症」の患者の特徴を例にあげ，咬合治療する前に，中枢の過敏症をリセ

ットすることを優先する必要があることを強調され，薬物療法に話が及んだ。

　歯科医師は咬合治療で治せるはずというプライドよりも，患者をなるべく速やかに快適な状態に戻す

ことを優先すべきと結ばれた。 　（委員長　小野総一郎）
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　平成26年３月９日㈰午前10時から歯科医

師会館５階大ホールにて，レクリエーショ

ン大会の健康体操・ヨガが開催され，16名

の方々に参加して頂きました。

　講師には，土手紀美子先生（日本ヨーガ

療法学会，インド政府公認療法士）をお招

きし，“ヨーガの基本は呼吸法にあり，正

しい呼吸法で体を動かすことで肉体と意識

との調和を造ることができる” という教え

のもとヨガの基本体位について実技指導を受けました。黒木理事の開会の挨拶に続き，実技が始まりま

した。

　私は普段の運動不足や姿勢の悪さが祟り，皆様と同じようにストレッチできず終始遅れ気味でした。

また，自分の体をまっすぐに伸ばしているつもりが曲がっていたり，左右で同じポーズがとれなかった

りと悪戦苦闘の連続でした。実技の時間はあっという間に過ぎ，とても有意義で楽しい時間を皆様と過

ごすことができました。参加してくださった皆様本当にありがとうございました。

（行正恵子）

平成25年度  レクリエーション大会の報告
（東日本大震災復興支援チャリティー大会）

健康体操・ヨガ体験記健康体操・ヨガ体験記

文化事業部会
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「基礎から学ぶメイクアップ教室」報告

　平成26年３月９日㈰午後１時から岡山女性歯科医の会会員19名の参加により「基礎から学ぶメイクア

ップ教室」が本館３階第３会議室にて開催されました。

　塚本副会長の開会の辞，矢吹会長挨拶に続き，お待ちかねの難波由華先生によるメイクアップ教室が

始まりました。モデルさんの顔を少しずつスキンケア，ベースメイク，アイブロウ，アイメイク，チー

ク，リップと順序に従い整えていく行程を丁寧に説明して下さり，それぞれ持参したご自分のメイクセ

ットを使って学び,また足らない物はお貸し頂きながら一歩ずつ進めて下さいました。また日頃知らな

い便利なキットも教えて下さり，なかなか全員個別にとまではいかなかったようですが，皆様最後は笑

顔での記念撮影となりました。瞬く間に時間は経ち，15時半 ! 藤波副会長の閉会の辞にて終了となりま

した。次回は６月１日㈰日帰り旅行を予定しておりますので，一人でも多くの先生方，ご家族の皆様

のご参加をお待ちしております。どうぞこれからもご指導，ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。

（矢吹匡子）

「黒田官兵衛にせまる姫路の旅」のご案内
日　時：平成26年６月１日㈰

集　合：岡山県歯科医師会館前　　午前８時

会　費：5,000円　　　　　　４才～小学生　3,000円

　　　　３才以下無料

対　象：女性会員とそのご家族

詳細につきましては女性会員へ郵送しております資料をご覧下さい。
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　津山歯科医師会は３月16日㈰，文化部事業「ふるさと探訪」で日帰り旅行を楽しみました。今回の行先

は今注目を集めている牛窓・犬島です。

　早朝に津山を出発し，まず訪れたのは牛窓です。海遊文化館で港町として栄えた牛窓の歴史，朝鮮通

信使などの説明をボランティアガイドの人に説明していただいた後，牛窓の旧街道を散策しました。海

の見える高台にある本連寺に到着し，堂々とした本堂の説明を聞いて参拝しました。昼食は民宿「青島」

で食べきれないほどの海の幸を堪能し，次の行程に向けて大量のエネルギーを補給しました。

　そしていよいよ今回のメインである犬島に向け，宝伝港より海を渡りました。と言っても船賃は300円

で直ぐに犬島に到着しました。犬島は，花崗岩の産地として古くから知られた瀬戸内海に浮かぶ周囲３

キロほどの島です。明治時代に銅の精錬が始まり，その精練所の遺構が近年「犬島精練所美術館」とし

て整備され，アートの祭典や瀬戸内国際芸術祭の開催地にもなり，現代美術があちこちに点在する島全

体がアートの島となっています。犬島精練所美術館は，瀬戸内の海を背景に廃墟のようなレンガ造りの

大きな煙突が大変印象深く面白い美術館でした。その後は自由行動で，島の各所にあるお目当ての芸術

作品を求めて昼食のエネルギーが切れるほど散策しました。

　天候にも恵まれ，柔らかな日差しを浴びながら瀬戸内の小島ののどかな春の一日を楽しく過ごし，津

山への帰途につきました。今注目の犬島が美しい瀬戸内海の風景と共に皆の心に深く刻み込まれた，素

晴しく楽しい「ふるさと探訪」でした。

（モニター　藤田元英）

　津山歯科医師会

「ふるさと探訪」
瀬戸内のアートエリアへ　牛窓・犬島の旅

地区歯科医師会だより
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　倉敷市内歯科医師会協議会では，平成26年３月９日　第14回介護セ

ミナーにて，講師に兵庫医科大学歯科口腔外科学口座主任教授 岸本裕

充先生をお招きし「高齢者に対する口腔ケア・オーラルマネージメント」

のご講演を開催いたしました。

　はじめに，倉敷市内歯科医師会協議会会長 近藤康弘先生，ご後援を

頂いた倉敷市より保健福祉局保健部次長 高尾眞市様，岡山県歯科衛生

士会会長 武田明美様のご挨拶を賜り講演が始まりました。

　講演の内容は，

　１．口腔ケア・口腔機能管理ではなくオーラルマネージメント

　　　CREATE

　　　C　Cleaning 清掃

　　　R　Rehabilitation リハビリ

　　　E　Education 教育

　　　A　Assessment 評価

　　　T　Treatment 歯科治療

　　　E　Eat,Enjoy 食べる，楽しむ

　　　特に私たちはCRでなく歯科医師でしかできない

　　　　的確なアドバイス・教育　E

　　　　専門的な評価　　　　　　A

　　　　歯科治療　　　　　　　　T

　　　EATに関わっていくことが重要である。

　　２．医管を算定しよう！

医管の対象となる疾患を持つ患者がおられれば，医科からの依頼を待つのではなく，医科から

の依頼（診療情報提供）を出して頂くよう働きかけ，算定の機会を増やしましょう。

　倉敷市内歯科医師会

第14回介護セミナー　報告

地区歯科医師会だより



ー 26 ー

J. ODA  vol.808     ’14-5

　　３．食道がん術前からのOMの経験から

周術期口腔機能管理の実践として食道がんの患者で術後の肺炎の発生が抑制されていることが

紹介されました。またその他のがん患者でも，術後の化学療法やビスフォスフォネート製剤の

使用，ターミナル期のことを考慮すると口腔環境の整備が重要となることを話されました。

　　４．口腔のバイタルサイン

歯科医師は専門的なアセスメントで歯科治療の必要性を判断するが，歯科以外の職種は「口腔

のバイタルサイン（口の中がきれいで潤っているか）」をチェックする。チェックは同じ基準

（COACH：Clinical Oral Assessment Chart）で評価することが必要である

この項目の中で，私達が気づいていない落とし穴として４つの説明がありました。

・気管チューブの入っている人，うがいのできない人の口腔内清掃時，磨いた後の汚れが咽頭

部へ落ち，咽頭部の細菌数が増すので歯磨き汚染物の回収，吸引が必要であること。

・粘膜ケアは絶食中の人こそ重要であること。

・舌のケアは軽くこする程度でこすり過ぎないこと。

・口の中を適度な湿潤環境に保つためには，加湿と蒸発予防を行うこと。

　乾いている場合，スプレーで加湿しゼリーを薄くぬりマスクをする。

　最後にオーラルマネージメントの中心は患者であり，患者も含めたチーム医療として以下の４項目が

重要で「キーワードはオーラルマネージメントCREATEです」と講演を終わられました。

　　　１．患者のセルフケア（歯科でも指導）

　　　２．医師から歯科へのOM依頼

　　　３．歯科での専門的評価・口腔環境の整備

　　　４．看護師による評価・ケア

　講演が終わり，倉敷市内歯科医師会協議会副会長 藤澤伸彦先生の閉会の挨拶にて介護セミナーは終了

致しました。　　　　　　　　　　　　　　　

（植村昌隆）

地区歯科医師会だより
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　平成26年２月21日㈮，玉島歯科医師会館に於

いて，岡山県警察歯科医会による身元確認研修

会が開かれました。

　個人の特定・確認といった個人識別作業にお

ける歯科の役割はますます見直されています。

記憶に新しい東日本大震災のような大規模災害

では，震災当初の遺体の多くは顔貌や着衣，所

持品などで個人を特定することが出来ますが，

時間の経過とともにそういった情報源が流され

て喪失してしまったり，遺体自身の損傷（腐乱や再度流されたときに生じる傷など）が酷くなってきて，

殊更に個人の特定が困難になってしまいます。また高齢化社会が進み，不幸にも孤独死を迎えてしまう

方も少なからず存在し，その方がご自宅で亡くなられたのであれば情報源が残っている場合があるでし

ょうが，屋外で且つ発見が遅れてしまった場合も個人の特定が困難に陥ると思われます。このような状

況下での歯科的個人識別は，残存歯と喪失歯という二つのカテゴリで分類するだけで２の28乗で２億6800

万を越えるパターンがあり，理論上日本に住む全ての個人を特定できる理屈になり，かなりの貢献が可

能になります。

　しかし，生前のデンタルチャートと死後のデンタルチャートを適正に揃えることが出来て個人の特定

が可能になるのであって，歯科医師がただ確認作業を行えば個人識別できるのかといえばそうでもない

でしょう。我々が日常に記録している歯式や口腔内写真，カルテ情報，そして遺体と直面し死後の歯科

的情報を正確に抽出することが如何に重要であるかは，これまでも強調されてきたと思われます。

　平常時に出来ていないことは非常時には尚出来ない。平常時に想定していたことであれば非常時にも

対応できる。これは臨床の現場でも言えますし個人識別においてはまさしくそのとおりだと感じます。

　こういった考えに基づき研修会も実習に主眼をおいて行われました。また今回の実習で「歯科診療情

報の標準化に関する実証事業」において取り扱われている歯科情報登録シートというマークシートを使

ってのカルテ情報起こしも行いました。これもやはり慣れておかないとマークミスやマーク漏れが生じ

ると思われます。

　今後，歯科診療情報の標準化，すなわち歯科情報のデジタル化が着々と進んでいくと思われます。ITの

波にただ流されるわけにはいかない時代になってきました。実装されるシステムが平易で解りやすく，

誰でもどの機種でも扱えるようになってくれることを祈ると同時に，日々の歯式チェックが膨大なデー

タベースの一部になることや個人の特定に貢献するものだと，真摯にとらえなおす機会となった研修会

でした。 （具　成樹）

「身元確認研修会 報告」

　玉島歯科医師会
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　去る３月８日，冬への戻りを感じ

る肌寒さの中，笠岡歯科技工専門学

校第47期生の卒業証書授与式が挙行

され，今年も卒業生６名が，無事に

巣立ちました。

　式に当たり，各方面より多数のご

来賓の方々にご臨席とご祝辞を賜わ

り，とても感謝致します。

　今後も会員の皆様のご期待にお応

えすべく，笠岡支部会員及び職員一

同，一丸となり頑張りますので，相変わらぬお引き立てを頂けますようお願い致します。

（モニター　井上勝哉）

第47回卒業式　（笠岡歯科技工専門学校）

　笠岡市歯科医師会

　去る４月５日，冬を思わせるよう

な肌寒さの中，笠岡歯科技工専門学

校第49期生の入学式が挙行されまし

た。

　五十嵐校長の下，今年度も15名

（男子４名，女子11名）の新入生を

迎えることができました。女生徒の

多い華やかな入学式となり，時代の

移り変わりを感じました。

　式に当たり，各方面より多数のご

来賓の方々にご出席を賜り，盛大に挙行できました事を感謝いたします。

　今後も会員の皆様のご期待にお応えすべく，笠岡支部会員および職員一同，一丸となって頑張ってま

いりますので，相変わりませぬお引き立てを頂けますようお願い致します。

　なお多数の方々よりご祝電を頂きましたことに新入生はもとより，笠岡支部会員及び職員一同，心よ

り厚く御礼申し上げます。 （モニター　井上勝哉）

第49回入学式　（笠岡歯科技工専門学校）
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　３月13日㈭備北保健所高梁地域事務所にて「歯科保健研修会」が岡山県備北保健所の主催で開催され，

当会から八木 哲哉会長を含む会員10名が参加した。対象者は医師，歯科医師，歯科衛生士，看護師，言

語聴覚士，介護支援専門員，介護職，保健師等で48名の参加があった。

　高梁地域保健所管内は，高齢化率が約34％と高く，死因では「肺炎」が多い状況がある。肺炎死亡の約

７割は誤嚥と関係があるといわれており，誤嚥性肺炎の予防に向けた取り組みが求められているところ

であるが，地域の在宅高齢者については，口腔ケアが行き届かず生活習慣の改善支援を推進できる体制

整備が課題となっている。

　そこで，在宅高齢者の口腔ケアの実施者が，顔の見える関係を築き，在宅支援について意見交換を行

い，地域での口腔機能向上をすすめることを目的とした研修会の開催であった。

研修会内容　
　　【話題提供】

　　　　　「備北保健所管内の歯科保健の課題について（高齢期について）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山県備北保健所　備北保険課　岡部佳奈映	氏

　　　　　　　（地域の高齢者の生活・歯科保健の現状の報告など）

　　　　　「歯科衛生士会から　訪問歯科衛生士養成事業について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山県歯科衛生士会　　　　　　武田　明美	先生

　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山県歯科衛生士会備北支部　　太田　正美	先生

　　　　　　　（訪問歯科衛生士・歯科往診サポートセンターの紹介）

　　　　　「歯科医師会から　訪問歯科診療への取り組みについて」

　　　　　　　　　　　　　　　　　（一社）高梁歯科医師会　　　　八木　哲哉	先生

　　　　　　　（高梁歯科医師会作成　訪問歯科診療依頼書の紹介）

　　【活動紹介】

　　　　　「高梁中央病院の口腔機能に対する取り組みについて」

　　　　　　　　　　医療法人　清梁会　高梁中央病院　言語聴覚士　守屋　　潤	先生

平成25年度　備北保健所（高梁地域）歯科保健研修会

　高梁歯科医師会

地区歯科医師会だより
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　　【グループ討議，情報交換】

　　　　　「在宅高齢者の口腔機能の維持，向上のためにできること」

　　【総　括】　　　岡山県備北保健所　　徳山　雅之所長　　　

　　

　話題提供の中で八木会長は，歯科医師の訪問診療への取り組みや，口腔分野の専門職である歯科医師

主導の口腔ケアの実践，嚥下における咀嚼機能の維持や回復の必要性などを説明しました。

　言語聴覚士（ＳＴ）の守屋先生の活動紹介では，摂食・嚥下機能のスクリーニング評価，それに基づ

く間接嚥下訓練，直接嚥下訓練の実施の紹介がありました。中でもＸ線透視下で造影剤の含まれた食品

を摂食させ，口腔，咽頭，食道の動き，構造の異常，食塊の動きを評価する嚥下造影検査（ＶＦ）は興

味深いものでした。

　グループ討議の後のアンケートでは，「肺炎予防のための口腔ケアの重要性，地域の在宅医療の現状，

歯科医師会の取り組みなどが分かった」「歯科医師の話が聞けてよかった」などの感想がありました。そ

して今後の取り組みとして，口腔体操など嚥下機能の基礎訓練の実施，指導や歯科との連携を強化する

などが挙がっていました。

（モニター　藤本誠司）

地区歯科医師会だより
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私の収集品「海獣葡萄鏡」  その秘められた魅力について！
御津歯科医師会	　熊代　　進

　海獣葡萄鏡とは・・・・・
　奈良県明日香村の高松塚壁画古墳の発掘をご存知でしょ
うか？　また，その時代に大陸文化と日本が深いかかわり
のあった事を・・・　その壁画とともに副葬品として出土
したものの中にあったのが，海獣葡萄鏡という一面の鏡で
した。法隆寺の五重塔の中心柱の礎石の穴から仏舎利と共
に見つかったのも海獣葡萄鏡でした。
　この鏡は，正倉院の御物の中にも５面現存しています。
この様な事から推察するに，当時のこの鏡は，単なる化粧
用の顔を写す道具ではなく，神の分身，あるいは神そのものであったのでしょう。また，それを持てる
者は身分階級が高く神を祭る者であり，神と同じように権力を持つ者だったでしょう。
　それでは，海獣葡萄鏡の文様の魅力についてお話し致しましょう。鏡の外周には，名前の通り葡萄が
散りばめられています。当時葡萄は，地中海・オリエント地域で広く栽培されていた産物です。シルク
ロードの交易品のひとつだったのかもしれません。葡萄の文様より，シルクロードの東西文化交流の姿
をも垣間見る気がします。
　また，その葡萄の間には生き生きと描かれた鳥，孔雀，海獣が見られます。その中の孔雀について，
唐の時代に白楽天の詩中で引用された以下の故事が思い浮かびます。
　昔，慶賓王が孔雀を手に入れ，その鳴き舞う姿を見ようと願ったが，なかなか鳴かない。そこへ夫人
が「鳥は，伴侶を得て鳴くものです。鏡で照らしてごらんなさいませ」と言う。その言葉どおりに鏡を
見せると，孔雀は鏡に写った自分の姿を見て，雌鳥と思って一声鳴いて死んだ。この逸話より，鏡に描
かれた孔雀の文様には伴侶を得て鳴く，夫婦愛を尊ぶ心の様なものを感じます。
　また，日頃から鋳造物を取り扱っている目で海獣葡萄鏡を見ると，非常に繊細で，生き生きとしてい
て，精巧な鋳造技術の元で造られた文様の様に思われます。写真の右２面は古墳鏡，左２面は正倉院御
物と同様に中国から渡ってきたままの渡来鏡と思われます。そして，その渡来鏡の金の象眼が特に目を
引きます。そこで，元県立博物館の学芸員の方に見てもらったところ，金の象眼は非常に高い技術で精
巧に作られた物であるとの事でした。
　次に鏡の厚さに目を向けると，薄さも魅力のひとつです。薄いところは数ミリしかなく，先日大きく
マスコミで報道された厚みの薄い三角縁神獣鏡の魔境（光にかざすと裏の模様が反射され映し出される
鏡）と似たところが見受けられます。それで，この鏡を太陽の光でかざしたところ，鏡の表面は長年の
歳月により変色をきたし，裏の模様は多く反射しませんでしたが，金の象眼の部分が七色の光に反射し
て映し出されました。その七色の光は，神々しいものでした。ただ，そこの七色に輝いた象眼の部分の
象形文字は，まだ解明されていません。また、海獣とおぼしき生き物自体も意味不明です。今後の研究
課題と考えています。
　このように，この古代の海獣葡萄鏡の文様の中から，生き生きとした鳥や孔雀の息吹，また散りばめ
られた葡萄より，シルクロードを通じての東西文化交流の一端への誘い，そのような秘められたる魅力
を感じています。

次回は十川泰一郎先生（児島歯科医師会）をご紹介します。
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第54回 卒業証書授与式

　好天に恵まれ春の日差しが感じられた３月８日㈯，第54回卒業証書授与式が挙行されました。会場の

岡山県総合福祉会館１階大ホールには御来賓・保護者をはじめ関係者約250名が参列，厳かな中にも喜

びに満ちた卒業生51名の笑顔が一段と輝いておりました。

　竹下信義教務部長よりの学事報告では，３年間の充実した授業，臨地・臨床実習そして学外行事によ

り実践的能力そして人間的に大きく成長できたこと等の報告がなされました。

　続いて藤井龍平学院長より卒業証書が一人ひとりに授与され，各種表彰では54期生の３年間の努力の

顕れである３年間無遅刻無欠席の皆勤賞12名，欠席が３日以内の精勤賞14名も表彰されました。

　そして，藤井学院長より「３年間で75教科を習得し，900

時間以上臨地・臨床実習を終了したことを自分自身の宝に

して欲しい。そして，惑わず・衒わず・諂わず堂々と歩ん

で欲しい。また，歯科衛生士免許は厚生労働大臣免許証で

あり，国が定めた特権を与えられているが，その特権を持

つ以上義務が生じる。第１は，日常生活の中で自分に厳し

い倫理観を持つこと。第２は，生涯にわたり日々研鑽を積

むこと。第３として，歯科医療はチーム医療として成り立っている。そのとき１番大切なことは，コミ

ュニケーションを十分に図ることである。この３点を頭において仕事を好きになって欲しい。仕事は中

途半端にならないで欲しい」との告辞がありました。

　また御来賓の酒井昭則岡山県歯科医師会会長より「青信号でも周りを見詰め直して自分の目と頭で安

全を確認して自己責任で渡って欲しい。信号無視の車がいるかもしれない。すなわち，歯科医療はチー

ム医療であり，同僚が何か失敗をしたときでも非難するのではなく，まず自分の言動を見詰め直して欲

しい。そういう心構えが歯科衛生士と医療従事者のすべての原点となり，そして誇りと謙虚さを持って

頑張って欲しい」と祝辞がありました。さらに宮脇卓也岡山大学病院副病院長，武田明美岡山県歯科衛
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生士会会長より心温まる祝辞を頂きました。加えて各方面より多数の御臨席を賜り，また御祝電も多数

の方より頂戴しました。そして，保護者の方を始め，参列者一同深く感動され感極まっておりました。

　岡山県歯科医師会会員の先生方を始め，関係諸団体の皆様に御指導いただき専門的な知識と技術の習

得はもちろん人間的にも成長することがでた卒業生には，県民の口腔衛生の向上に貢献し活躍してくれ

ることを願っています。卒業生51名全員，元気よく希望に胸を膨らませ学院を巣立っていきました。

（教務担当講師　藤澤達郎）

第57回 入学式を挙行
　気象台が桜の満開を発表

した４月２日㈬，57期生55

名の入学式が挙行されまし

た。会場の岡山県総合福祉

会館１階大ホールには御来

賓・保護者をはじめ関係者

約250名が参列，拍手の中

を新入生が入場し，氏名点

呼では１人１人が緊張した

面持ちで起立，入学の喜び

を新たにしていました。

　藤井学院長より「次の３つの目標達成に努力して欲しい。まず，３年後の国家試験に合格すること。

そのためにはまじめに登校することと予習をすること。２点目は幅広い人間形成をして欲しい。そのた

めには知性と感性を磨いて欲しい。３点目は歯科医療はチーム医療であるため，コミュニケーション能

力を身につけるように努力して欲しい」との訓辞がなされました。

　また，酒井昭則岡山県歯科医師会会長より「新入生55名のあなたたちは期待と不安が入り交じった複

雑な心境で，不安の方が大きいのでしょう。情報が多ければ不安は少なくなり，情報が少なければ不安

は多くなる。55名が情報を共有すれば不安は減るが自然に自信がつくというものではない。先生方・家

族・友人の支えの上で３年間努力し，自信に満ちた清々しい笑顔を卒業式に見せて欲しい」と式辞を述

べられ，そして窪木拓男岡山大学歯学部長，岡山高等

歯科衛生専門学院同窓会平賀悦子会長より心温まる祝

辞をいただきました。

　今後３年間，学生たちは岡山県歯科医師会の先生方

を始め，関係諸団体の皆様に多くの御指導をいただく

こととなります。57期生55名の新入生は，緊張しなが

らも希望に胸を膨らませ学院生活をスタートしました。

（教務担当講師　藤澤達郎）

学院だより
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	 津山歯科医師会
	 石田歯科
	 〒708-0001	 津山市小原124－10
	 	 TEL（0868）23－8576　　FAX（0868）23－8733
	 	 生年月日　　昭和48年４月22日（41歳）

	 	 出身大学　　岩手医科大学歯学部

経歴・職歴	 平成13年３月　岩手医科大学歯学部卒業
 平成13年５月　川崎医科大学口腔外科学研修医
 平成15年４月　川崎医科大学口腔外科学臨床助手
 平成17年４月　川崎医科大学大学院医学研究科入学
 平成21年３月　川崎医科大学大学院医学研究科修了
 平成21年４月　川崎医科大学口腔外科学臨床助教
 平成24年４月　石田歯科勤務　
 　　　　　　　川崎医科大学附属病院歯科口腔外科非常勤医
 現在に至る
入 会 日 平成26年４月１日
趣　　味 ゴルフ
抱　　負	 このたび岡山県歯科医師会に入会させて頂くことになりました。実家の歯科医院に勤務すること

になり，微力ではありますが，今まで病院歯科で学んできたことを地域医療に貢献できるよう努
力していきたいと考えております。諸先輩先生方には御迷惑をおかけすることと思いますが，今
後とも御指導，御鞭撻の程をよろしくお願い致します。

新入会員 紹介
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	 津山歯科医師会
	 小山歯科医院
	 〒709-3614	 久米郡久米南町下弓削1153
	 	 TEL（086）728－3244　　FAX（086）728－3244
	 	 生年月日　　昭和48年１月３日（41歳）

	 	 出身大学　　岡山大学歯学部

経歴・職歴	 平成９年　岡山大学歯学部卒業
 平成13年　岡山大学大学院歯学研究科修了（口腔外科学第二）
 　　　　　医療法人緑十字会　笠岡中央病院歯科勤務
 平成18年　岡山大学医学部・歯学部附属病院医員勤務（口腔外科病態系）
 平成20年　姫路医療生活協同組合　共立歯科勤務
 平成26年　小山歯科医院　開院
 現在に至る
入 会 日 平成26年４月１日
趣　　味 ドライブ，写真，スキー
抱　　負	 岡山県歯科医師会に入会させていただき，ありがとうございます。これまで病院歯科，開業医な

どに勤務して経験を積んできましたが，このたび縁あって久米南町にて開院させていただくこと
になりました。若輩者ではございますが，地域医療に貢献していけるよう努力していく所存です。
諸先輩の先生方には何かとご迷惑をおかけすることと思いますが，ご指導ご鞭撻のほど宜しく
お願い申し上げます。
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	 倉敷歯科医師会
	 こみやま歯科
	 〒710-0016	 倉敷市中庄1599
	 	 TEL（086）462－5170　　FAX（086）462－5108
	 	 生年月日　　昭和40年７月28日（48歳）

	 	 出身大学　　日本大学歯学部

経歴・職歴	 平成２年３月　日本大学歯学部卒業
 平成６年11月　こみやま歯科医院勤務
 現在に至る
入 会 日 平成26年４月１日
趣　　味 スキー，テニス
抱　　負	 この度，義父の診療所を引き継ぎ，岡山県歯科医師会に入会させていただきました。微力で

はありますが，地域の患者さんのお役に立てればと思っております。どうぞ宜しくお願いいたし
ます。

		峯
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じ

	 都窪歯科医師会
	 はなみずきデンタルクリニック
	 〒701-0151	 岡山市北区平野285－２
	 	 TEL（086）728－5518　　FAX（086）728－5518
	 	 生年月日　　昭和45年10月29日（43歳）

	 	 出身大学　　岡山大学歯学部

経歴・職歴	 平成７年　岡山大学歯学部歯学科　卒業
 平成７年　岡山大学歯学部附属病院　医員
 平成13年　国立療養所邑久光明園　厚生労働技官　歯科医師
 平成13年　日本歯周病学会専門医　取得
 平成15年　National Institutes of Health（米国国立衛生研究所）visiting fellow
 平成16年　岡山大学大学院医歯学総合研究科　博士（歯学）
 平成19年　万成病院　歯科医師
 平成20年　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　歯周病態学分野　助教
 　　　　　 岡山大学病院　歯周科外来医長
 平成22年　岡山大学病院歯周科　講師　歯周科外来医長
 平成25年　岡山大学病院歯科系　総外来医長
 平成26年　はなみずきデンタルクリニック　開業
 現在に至る
入 会 日 平成26年４月１日
趣　　味 つり，スキー
抱　　負	 このたび岡山県歯科医師会に入会させていただきありがとうございます。大学に長く勤務して

いた経験を生かして，岡山県歯科医師会の発展に寄与していきたいと考えています。皆様方に
は多くのご迷惑をおかけすると思いますがご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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	 吉備歯科医師会
	 医療法人　高木歯科医院
	 〒719-1134	 総社市真壁1021
	 	 TEL（0866）93－6710　　FAX（0866）93－6712
	 	 生年月日　　昭和55年９月13日（33歳）

	 	 出身大学　　長崎大学

経歴・職歴	 平成17年３月　長崎大学歯学部卒業
 平成17年６月　長崎大学医学部歯学部付属病院臨床研修室勤務
 平成19年３月　長崎大学医学部歯学部付属病院臨床研修室退職
 平成19年４月　長崎大学医歯薬学総合研究科入学
 平成23年６月　長崎大学医歯薬学総合研究科卒業
 平成23年７月　医療法人高木歯科医院勤務
 現在に至る
入 会 日 平成26年４月１日
趣　　味 剣道，スキューバダイビング
抱　　負	 ４月１日より岡山県歯科医師会に入会させていただきました。若輩者で何かとご迷惑をお

かけすることと思いますが，地域歯科医療の発展に少しでも貢献できるよう尽力していき
ますので，どうぞよろしくお願いします。

		武
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	 高梁歯科医師会
	 武並デンタルクリニック
	 〒716-0042	 高梁市下谷町5038－１
	 	 TEL（0866）56－3366　　FAX（0866）56－3366
	 	 生年月日　　昭和40年10月20日（48歳）

	 	 出身大学　　岡山大学歯学部

経歴・職歴	 平成２年３月　岡山大学歯学部卒業
 平成２年４月　岡山大学歯学部附属病院勤務
 平成７年４月　備中町歯科診療所（現　高梁市備中歯科診療所）勤務
 平成24年４月　武並デンタルクリニック開業
 現在に至る
入 会 日 平成26年４月１日
趣　　味 サッカー，旅行
抱　　負	 大学勤務を経て，故郷の高梁市備中町にある市立の歯科診療所に19年間勤務していましたが，

このたび開業し歯科医師会に入会させていただくことになりました。これまでの経験に新たな理
念をプラスし地域歯科医療に貢献できるよう研鑚していきたいと考えています。いい年ではあり
ますが，未知なこと・無知なことも多 あ々り，諸先生方にご迷惑をおかけすると思いますが，ご指
導ご鞭撻の程よろしくお願い致します。
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	 高梁歯科医師会
	 樋口歯科医院
	 〒716-0036	 高梁市松原通り2123
	 	 TEL（0866）22－2333　　FAX（0866）22－7979
	 	 生年月日　　昭和49年３月23日（40歳）

	 	 出身大学　　松本歯科大学歯学部

経歴・職歴	 平成10年３月　松本歯科大学歯学部　卒業
 平成10年４月　岡山大学歯学部附属病院　小児歯科学講座　入局
 平成11年４月　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　入学
 平成11年４月　樋口歯科医院　勤務
 平成14年３月　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　卒業
 平成14年４月　医療法人須藤歯科診療所　勤務（～平成23年12月　非常勤）
 平成14年４月　樋口クリニック歯科　勤務（～平成20年３月　非常勤）
 平成26年４月　医療法人樋口歯科医院　開設
 現在に至る
入 会 日 平成26年４月１日
趣　　味 車
抱　　負	 この度，岡山県歯科医師会に正会員として入会させていただき，誠にありがとうございます。青

壮年期ですが，まだまだ若輩者にございます。微力ながら地域の歯科医療に少しでも貢献でき
るように今後も精進してまいりますので，諸先輩の先生方からのご指導ご鞭撻のほどを何卒よろ
しくお願いいたします。
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	 真庭歯科医師会
	 原歯科医院
	 〒719-3201	 真庭市久世58－１
	 	 TEL（0867）42－1086　　FAX（0867）42－0326
	 	 生年月日　　昭和49年１月27日（40歳）

	 	 出身大学　　東京歯科大学歯学部

経歴・職歴	 平成10年３月　東京歯科大学歯学部卒業
 平成10年４月　東京歯科大学　小児歯科学講座　歯科臨床研修医
 平成11年４月　東京歯科大学　小児歯科学講座　病院助手
 平成14年４月　東京歯科大学　小児歯科学講座　助手（助教）
 平成20年１月　東京歯科大学　歯学博士取得
 　　　　４月　東京歯科大学　小児歯科学講座　講師
 平成21年12月　一般社団法人　日本小児歯科学会小児歯科専門医更新
 平成23年３月　東京歯科大学　小児歯科学講座　退職
 平成24年４月　原歯科医院　副院長
 現在に至る
入 会 日 平成26年４月１日
趣　　味 読書，旅行
抱　　負	 この度歯科医師会に入会させていただくこととなりました。諸先生方のご指示を仰ぎながら，

日々精進していく所存でございます。わからないことばかりで，ご迷惑をおかけすることも多々
あると思いますが，ご指導の程よろしくお願い申し上げます。
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第３回 日本老年歯科医学会 岡山県支部セミナー開催のお知らせ

　日本老年歯科医学会 岡山県支部では，下記の内容でセミナーを開催いたします。本セミナーの受講

が，訪問歯科診療開始の糸口となり，在宅での安全な歯科医療の提供に繋がれば幸いです。

日本老年歯科医学会岡山県支部長

小林　芳友（積善病院歯科）

テーマ：訪問歯科診療を始めよう！	－敷居を下げてもリスク管理はしっかりと－

＊開催日：平成 26年６月 22日㈰

＊会　場：岡山大学歯学部棟４階　第一講義室および第 1臨床実習室

＊主　催：一般社団法人日本老年歯科医学会岡山県支部

＊共　催：香川県支部，鳥取県支部

＊後　援：岡山県歯科医師会他

【セミナー日程】

　講　演：10：00 ～ 12：00　

　　「さあー，訪問歯科診療を始めよう！」

　　　　　　　　　　　　足立　　 融 先生（ワイエイデンタルクリニック，米子市）

　　「訪問歯科診療での歯科衛生士の役割」

　　　　　　　　　　　　高場 由紀美 先生（鳥取県歯科衛生士会）

【参加費】

　講　演：参加費 500 円（申し込みは不要です）

【問い合わせ先	】

　　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　インプラント再生補綴学分野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縄稚 久美子（Fax 086-235-6684）

本セミナーは，日歯生涯研修事業の対象になります。



ー 40 ー

J.	ODA		vol.808					’14-5

故   宮尾　　亨　先生

　享年72才（平成26年４月４日ご逝去）

　倉敷市玉島八島1807－１

　　　　　　　謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます

故   茂原　栄一　先生

　享年100才（平成26年３月27日ご逝去）

　井原市井原町1245－３

　　　　　　　謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます

故   渡辺　信平　先生

　享年93才（平成26年４月５日ご逝去）

　倉敷市玉島中央町２丁目３－18

　　　　　　　謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます
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３月末日現在　正会員数1,038名

◎新入会員（詳細は新入会員紹介のページで）

◎診療所の異動
清水　裕雄　正会員　岡山市　P14

　　（新）［診］ グランデンタルクリニック

 岡山市北区表町1丁目９－64　

　　

谷本　裕子　正会員　玉野市　P43

　　（新）［診］ たにもとゆうこ矯正歯科

 玉野市宇野１－39－10　３Ｆ

岡本健一郎　正会員　浅　口　P52

　　（新）［診］ 浅口市金光町地頭下319－７

◎氏名の訂正
三谷　克己 → 三谷　克巳　正会員　小　田　P55

◎住所の異動
沖縄県歯科医師会　P84

　沖縄県島尻郡南風原町字新川218－１

　　TEL（098）996－3561

　　FAX（098）996－3562

◎本会事務局
　（新）ＩＰＦＡＸ　050－3535－6107

◎死　亡
宮尾　　亨　正会員　玉　島　P39

渡辺　信平　正会員　玉　島　P39

茂原　栄一　正会員　井　原　P56

（Ｐ＝会員名簿のページ）

１．本　会

　　⑴ 診療報酬割会費（社保，国保２月診療の窓口分を含む総診療費　　を控除）

  

２．全国歯科医師国保組合

　　⑴ 収入割，均等割保険料調定額

　　⑵ 収入割保険料（平成25年支払いの窓口分を含む総診療費の　　×　　）

  

３．日本歯科医師会

　　⑴ 平成26年度前期分会費　　一般会員　　　19,000円

　　　　　　　　　　　　　　　５条２項会員　　9,500円

　　⑵ 福祉共済保険料（６月分）　　　　　　　　　　　　　　

　　⑶ 年金保険料（６月分）

2.8
1000

6.5
1000

1
12

５月の収納金
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３月　会の動き

１日 編集委員会（集稿）

 社保　審査・検討小委員会

 社保　検討委員会

 医療管理部移動正・副委員長会

 平成25年度多職種協働によるチーム医療推進

事業シンポジウム

２日 本会学院　第23回歯科衛生士国家試験

３日 県健康推進課と面会

５日 警察歯科医会小委員会

 本会学院　一般入試C日程

６日 理事会

 編集委員会（初校）

 岡山県8020推進事業評価会議

 岡山県歯科医師福祉共済会総会

 岡山県警察本部との面会

７日 インターナショナル岡山歯科衛生専門学校卒業式

 公衆衛生部小委員会

８日 都道府県歯科医師会社会保険担当理事連絡協

議会

 岡山県歯科衛生士会第16回理事会

 本会学院　第54回卒業式・謝恩会

９日 厚生部文化事業部会レクリエーション大会

「ヨガ」

 女性歯科医の会「メイクアップ教室」

 岡山大学歯学部同窓会岡山県支部「発足二十

周年記念式典」

10日 支払基金幹事会

 本会学院　教務会議

 本会学院　一般入試Ｃ日程合否判定委員会

11日 厚生部共済事業部会監査委員会

 厚生部共済事業部会委員会

 学術部正・副委員長会

12日 岡山県歯科技工士国家試験委員会

13日 編集委員会（二校）

 社会保険部小委員会

 日本歯科医師会第175回臨時代議員会（～ 14

日）

15日 社会保険部小委員会

 第141回学術集談会講師打合せ

16日 第141回学術集談会

17日 平成25年度第3回スポーツ医・科学委員会

18日 公衆衛生部正・副委員長会

 本会学院　職員会議

19日 編集委員会（終校）

 医療管理部小委員会

 平成25年度歯科医療安全管理体制推進特別事

業評価会議

 国保組合　通常組合会

20日 理事会

 常務理事会

 県健康推進課と面会

 岡山県警と面会

 三井住友海上火災と面会

21日 社会保険部小委員会

 岡山歯科技工専門学院卒業式

22日 平成25年度訪問歯科研修会

23日 岡山プライマリ・ケア学会　総会・第21回学

術大会

24日 岡山県日本歯科大学校友会社保研修会

25日 救急蘇生シミュレーション説明会

 中国地方社会保険医療協議会岡山部会

 岡山大学歯学部謝恩会

26日 医療管理部正・副委員長会

 日本学校歯科医会第84回総会

 岡山市歯科医師会臨時代議員会

 本会学院　57期生オリエンテーション

27日 理事会

 常務理事会
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５月・６月　本会の予定

５月１日 理事会

 編集委員会（集稿）

　　７日 医療管理部会

　　10日 第14回日本スポーツ・健康づくり歯学

協議会

　　11日 歯科助手資格認定講習会（開講式）

　　14日 都道府県歯科医師会広報担当理事連絡

協議会

　　15日 理事会

 編集委員会（初校）

　　18日 歯科助手資格認定講習会（2）

　　21日 編集委員会（二校）

　　22日　理事会

　　23日　編集委員会（終校）

　　25日 歯科助手資格認定講習会（3）

 平成26年度第５回中国地方障害者歯科

臨床研究会役員会

　　28日 医療管理部正・副委員長会

　　29日 理事会

　　31日 日本歯科医療管理学会中国支部第１回

役員会（島根）

６月２日 編集委員会（集稿）

　　５日 理事会

　　７日 本会監事会

 予算決算特別委員会

　　８日 歯科助手資格認定講習会（4）

　　12日 理事会

 編集委員会（初校）

　　14日 井原歯科医師会総会・懇親会

　　15日 歯科助手資格認定講習会（閉講式）

　　19日 理事会

 編集委員会（二校）

　　21日 本会学院　こども一日体験入学（もも

丸くん）

　　25日 医療管理部正・副委員長会

　　26日 理事会

 編集委員会（終校）

 岡山県健康づくり財団定時評議員会

　　29日 第168回定時代議員会

 学術部図書委員会

 RSKラジオと打合せ

 南海トラフ地震対策説明会

 岡山産業保健推進連絡事務所運営協議会

 診療報酬改定地区講習会（赤磐・浅口・高梁・

御津・倉敷・玉島・新見）

28日 歯科往診サポートセンター評価委員会

 診療報酬改定地区講習会（玉野市・瀬戸内市・

小田・都窪・児島・吉備）

29日 診療報酬改定地区講習会（笠岡市・井原）

30日 代議員会議長・副議長と打合せ

 第167回臨時代議員会

 役員報酬検討特別委員会

 診療報酬改定地区講習会（岡山市・和気・津

山・勝英・真庭）



ー 44 ー

J. ODA  vol.808     ’14-5

５月・６月　地区歯科医師会の予定

５月１日 岡山市　三役会

　　８日 津　山　定例会

 玉　島　理事会

　　９日 岡山市　理事会

　　11日 岡山市　第203回学術臨床放談会

　　13日 新　見　理事会

　　14日 玉野市　理事会

　　15日 岡山市　合同検診

　　16日 都　窪　第２回社保改定講習会

 　　　　（改定後）

　　18日 岡山市　ファジアーノ岡山団体観戦

　　23日 岡山市　理事会

　　25日 和　気　社保講習会・定時総会・懇親会

　　27日 津　山　理事会　　　

　　28日 吉　備　社保講習会

　　30日 倉　敷　定例理事会

 玉　島　社保講習会

６月４日 真　庭　例会・総会・社保講習会

　　５日 岡山市　三役会

 津　山　定例会・定時総会

　　８日 倉　敷　ブランチ

 　　　　「第38回歯の健康フェア」

　　10日 新　見　理事会

　　11日 玉野市　理事会

　　12日 玉　島　理事会

　　14日 玉野市　総会・改定後地区講習会

　　18日 吉　備　理事会

　　20日 岡山市　理事会

 倉　敷　定例理事会

　　25日 岡山市　第四回代議員会

 津　山　理事会

　　26日 倉　敷　定時総会

 玉　島　総会

 勝　英　定例会・社保講習会

　　27日 岡山市　理事会

　　28日 吉　備　総会

 新　見　総会

医療法人設立認可申請の提出期限及び事前相談について
　標記について，岡山県保健福祉部医療推進課長より通知がありましたので，下記の通り
お知らせいたします。

記

　　　平成26年度
　　　第 ２ 回 申 請 書　　提出期限　　平成26年８月29日㈮
　　　事前相談用申請書　　提出期限　　平成26年６月27日㈮
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日曜・祝日の開館予定日

お知らせ

○ 開館予定
× 閉館予定

※行事等の都合により変更となる場合もあります。　※詳細については事務局にお問合せ下さい。

	 1日㈰	 8日㈰	 15日㈰	 22日㈰	 29日㈰
	 ×	 ○	 ○	 ×	 ○
	 	 10：00 ～15：00	 10：00 ～15：00	 	 9：30 ～13：00

	 3日㈯～ 6日㈫	 11日㈰	 18日㈰	 25日㈰
	 ×	 ○	 ○	 ○
	 ゴールデンウィーク	 10：00 ～15：00	 10：00 ～15：00	 10：00 ～15：00

６月

５月

　　「パズドラ」

哲也　　　パズドラってご存じだろうか？

　テレビコマーシャルでよく耳にして名前自体は知っていたが，つい最近，ものの見事にハ

マってしまった。「もう10時でぇ，ええ加減にしとけよ」などと子供たちに言ってたのに…。

今は仲良く楽しんでいる。（教えてもらってる？）

　「パズドラ」とは，スマホなどで利用できるソーシャルゲーム「パズル＆ドラゴン」の略

である。基本的にプレイは無料で，時間的な制約が少なく気軽に楽しめるのが有り難い。実

際やってみれば分かるが面白い。ただ30分もすれば，肩はこるし，目は疲れる。昔鳴らし

た？ ! 自慢の腕も中々発揮できず，称賛を浴びるどころか，心配される始末。

　また，最近ではスマホのアプリケーションのLINE公式アカウントを利用して情報発信し

ている歯科医院も増えていると聞く。（色々考えるな～）

　スマホの普及率が約50％，国民の２人に１人が所有している現在，サロンパスを貼りなが

ら，時代の流れに遅れないようスマホに向かって日々格闘中である。
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